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〔要　　　旨〕

わが国の森林資源は人工林の成熟化が進んでおり，木材利用の促進による適切な森林管理
が望まれている。木材の利用先はさまざまあるが，本稿は家具による国産材利用拡大の余地
に注目する。
家具原材料を国産材に置き換えた場合の需要量を算出した結果，総計1,136万㎥の国産材需
要（2014年素材生産量の53％に相当）が発生すると推計された。わが国の家具製造業は，バブ
ル経済の崩壊以降縮小しているものの，家具による国産材利用拡大の余地は大きく，国産材
を使用した家具製品の普及拡大に向けた家具製造業への支援は，木材利用の促進に寄与し，
適切な森林管理につながるだろう。
しかしながら，家具の原材料を輸入材やその他原材料から国産材に置き換えることは容易

ではない。国内の人工林はスギやヒノキなどの針葉樹が多くを占めるが，これら針葉樹は材
質が柔らかいために家具の素材としてあまり利用されていない。国産針葉樹材の家具利用に
はさまざまな課題があるものの，家具産地では国産材を使用した製品の開発と普及に向けた
取組みが進められている。さらに，家具の原材料として不足している広葉樹を植林する動き
もある。これらの取組みは，国産材家具の利用拡大にはまだ大きく結びついていないものの，
海外市場に向けた取組みも進められており，今後の国産材家具市場の拡大が期待される。

家具向けの木材需要
─国産材利用の可能性─
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は経済成長の減速と住宅着工の減少などで

低迷している。特に，木製家具製造業の衰

退は著しく，出荷額以上に生産量が大きく

落ち込んでいる。

さらに，国内企業が賃金の低い海外に生

産移転し，日本への輸出を始めたことで，

消費者は，国産品と同じ機能を持つ家具を

安価に手に入れられるようになった。その

結果，低価格品の輸入量が拡大し，世帯当

たりの消費支出は減少傾向にある。需要が

伸び悩むなかで輸入量は拡大傾向にあり，

国内家具製造業は厳しい環境に置かれてい

る。

（1）　90年代前半にピークアウト

家具製造業全体の動向をみると，戦後の

高度経済成長期から1990年ごろまでの安定

成長期にかけて，出荷額が増加した（第１

図）。若年層を中心とした人口・世帯数の増

加と，経済的な豊かさの向上や生活様式の

洋風化（ダイニングセットやベッド等の利用）

はじめに

わが国の森林資源は，戦後造成された

1,000万haもの人工林が資源的に充実し利用

できる段階に到達している。しかし，その

一方で住宅着工戸数の減少などにより木材

の需要は減少が見込まれている。人工林の

成熟化が進むなかで見込まれる木材需要の

減少は，森林整備不足によって齢級構成の

偏りや森林環境の劣化をもたらす。適切な

森林管理と国土環境保全，農山村の雇用確

保のためには，木材利用の促進が望まれる。

木材利用の促進には，既存の木材利用を

輸入材から国産材へ切り替えること，また，

新たな需要を開拓していくことなどが考え

られる。木材の用途はさまざまあるが，本

稿では家具に注目する。家具は身の回りの

道具として日常的に数多く利用されている

ことから，相当量の潜在的な木材需要があ

ると推測される。しかし，その量は十分に

把握されていない。以下では，国内市場の

動向について概観したうえで，家具の潜在

的な木材需要を推計し，またそれを国産材

で賄う可能性について検討することで国産

材利用拡大の余地を探りたい。

1　縮小傾向にある国内家具
　　製造業　　　　　　　　

わが国の家具製造業は，戦後の高度経済

成長やライフスタイルの変化に伴い急速に

成長した。しかし，バブル経済の崩壊以降
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資料 経済産業省「工業統計調査」
（注）1  ピーク時を100として数値化。
　　 2  家具・装備品製造業は，総務省の日本標準産業分

類に基づく。この分類には家庭用及び事務用家具，
宗教用具，戸，障子，ふすま，日よけ，竹すだれなどを
製造する事業所が含まれる。

第1図　家具・装備品製造業の動向
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ブルやイスで大きく減少して

いる。価格については，箱物

が下落する一方で，脚物が上

昇している。

また，価格の変動にはさま

ざまな要因が考えられるが
（注1）
，

その一つに原材料費の変動が

ある。例えば，家具によく使

用されるオーク材（粗のもの）

の輸入価格は，96年3.6万円/

㎥であったが，14年8.5万円/

㎥へと2.3倍に上昇している。ムク材を使用

する割合が高い脚物は，原材料費の高騰の

影響が避け難い一方で，箱物は，低価格な

原材料である木質材料（MDF ＝Medium 

などが進んだ結果，家具の利用が増加した

ためである。しかしながら，90年代初頭の

バブル経済の崩壊以降は，日本経済の低成

長や住宅着工の減少などにより，家具製造

業は縮小傾向にある。

家具のうち木製家具についても家

具製造業全体の動向と同様に推移し

ている。出荷額は90年代前半の２兆

円前後に対し，09年には８千億円前

後と２分の１以上減少している（第

２図）。

また，価格の変動を除いた量的変

動を示す数量指数である鉱工業生産

指数の推移をみると，木製家具は90

年前後のピーク時に対し，09年には

５分の１に低下しており，金額ベー

スでみた製造品出荷額以上に低下し

ている（第３図）。

そこで，品目別の販売数量と価格

について96年と14年を比較してみる

と（第１表），販売数量については，

箱物のタンスや棚，脚物の机・テー
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資料 経済産業省「工業統計調査：木製家具製造業（漆塗りを除く），従業者4人以上の
事業所」，財務省「貿易統計」

（注） 輸入額は88年以降の値。輸入浸透率＝輸入額÷（製造品出荷額－輸出額＋輸入額）。

第2図　木製家具の製造品出荷額と輸入額の推移
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資料 経済産業省「鉱工業指数」

第3図　木製家具の生産指数の推移
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販売数量 変化
率

名目平均価格 変化
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4,230,596
268,279
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資料 　経済産業省「生産動態統計」

第1表　木製家具の販売数量と平均価格の変化
（単位　個，千円，％）
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などである。多様な素材の輸入家具が選ば

れており，消費者ニーズの多様化が伺える。

木製家具（「木製椅子」「木製家具」「木製家

具（その他）」）についても，輸入家具は徐々

に増加しており，輸入浸透率は（第２図），

88年３％から14年26％へと上昇している。

輸入品拡大の背景には，消費者ニーズの

多様化や低価格化があるが，加えて国内製

造業の空洞化の影響もある。90年代以降，

景気減速を受けた国内企業は，人件費の高

い国内生産からより賃金の低い海外へ生産

移転した。その結果，主として生産移転し

た企業が生産物を日本へ輸出したため，中

国や東南アジア諸国からの輸入が増加して

いる。ただし，輸入先には変化がみられる

（第５図）。90年代はタイや台湾からの輸入

割合が高かったが，人件費の上昇などで生

産拠点が移動しており，近年は中国のシェ

アが半分近くにまで拡大している。また，

国内有力企業がベトナムに進出したことか

ら同国からの輸入が増加している。

　（3）　減少する家具消費支出

消費者の家具への支出は，

大幅に減少している（第６図）。

90年代前半は，年間２万円程

であったが，09年までに年間

６千円前半へと３分の１に減

少し，その後は下げ止まって

いる。

支出減少の背景には，経済

の低成長のなかで消費者の低

価格志向が根強く安価な輸入

Density Fiberboardやパーティクルボードな

ど）の利用によって原材料費高騰の影響を

避けた製品を供給することが可能であった

と考えられる。

なお，非木製家具と木製家具の出荷額割

合は，80年代に木製家具が55％前後を占め

ていたが，近年は40％台前半へと木製家具

の割合が低下している。国産材の利用を考

えるうえでは，非木製品との競合も重要で

ある。
（注 1） 価格の変動には，原材料費の変動以外にも
さまざまな要因がある。例えば，光熱費や人件
費など経費の変動のほか，オーダー対応や製品
転換などによるサービスや製品内容の変更，問
屋の中抜きによる物流コストの削減，輸入品と
の価格競争などが挙げられる。

（2）　増加する輸入品

国内家具製造業が衰退する一方で，家具

の輸入額は増加している（第４図）。主に増

加した品目は，非木製の「家具部分品（金

属・その他）」で，自動車用腰掛け部品のほ

か，革張りやプラスチック，竹・籐，大理石
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資料 財務省「貿易統計」

第4図　家具輸入の動向
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の多くは国産材ではない。本節では，国産

材利用拡大の物理的な余地を探るために，

そうした各種家具を国産材製の木製家具に

置き換えた場合に必要となる国産材の量を

推計する。

以下に示すとおり，国内向け家具の原材

料をすべて国産材に置き換えた場合，その

需要は年間総計1,136万㎥と推計される。

（1）　木製家具の木材需要量

まず，15年の木製家具の国産販売量と輸

入量から国内向け木製家具の木材使用量を

推計する。木材使用量は，販売・輸入個数

と製品１個当たりの木材使用量（第２表）

を掛け合わせて算出した。木材加工時の歩

留まり（使用原材料に対する製品出来高の割

合）は第３表のとおりに設定した（家具は，

丸太から角材になるときと，角材から家具に

なるときの２度加工される）。

国内産の家具販売量は，経済産業省「生

産動態統計（15年）」の木製家具品目（タン

品が選ばれたことと，住宅に収納備え付け家

具が増加しタンスや棚などの収納家具を購

入する人が少なくなったことなどがある。

2　家具向け木材需要の推計

家具には，国内生産されるものと輸入さ

れるものがあり，いずれも木製のほか金属

やプラスチックなどさまざまな原材料が利

用されている。また，用いられている木材

第5図　国別木製家具輸入の状況
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資料 総務省「家計調査」
（注） 00年以降は全世帯に農家含む。

第6図　1世帯当たりの家具の年間平均支出
の推移
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入量は，財務省「貿易統計（15年）」の部分

品・仏壇を除く木製家具品目（腰掛け，事務

所用，台所用，寝室用，棚付き家具，その他）

の輸入個数とした（第４表）。輸入個数に対

し木材・木質材料使用量と歩留まりを乗じ

た結果
（注2）
，丸太換算の木材需要は355万㎥と

推計される。

以上より，木製家具の国産品と輸入品に

ついて原材料の木材需要は427万㎥と推計

される。さらに，国内製造に使用される原

材料のうち国産材の使用割合は8.4%（村田・

長谷川（2006））とし，輸入品の国産材の使

用割合は０％と仮定すれば，木製家具（国

産品と輸入品）の原材料を国産材に置き換

えた場合に発生する国産材需要は421万㎥

となる。
（注 2） 製品分類は，貿易統計と生産動態統計で異
なることから，腰掛け（貿易統計の品目コード
940140，940161，940169）をイスとして，事務
所用，台所用（同940330，940340）を机として，
寝室用（同940350）をベッドとして，棚付き家
具（同94036010），その他（同94036019）をその
他とした。輸入品の木材使用量と歩留まりにつ
いては，データが存在しないため国産製品と同
じ値とした。

　（2）　 非木製家具を置き換えた場合

次に，非木製家具を木製家具に置

き換えた場合の木材需要量を推計す

る。その場合の製品１個当たりの木

材使用量は，木製家具と同様と仮定

し，それと非木製家具の国産販売量・

輸入量から木材使用量を算出する。

それ以外の計算手順は木製家具と同

様である。

まず，国内の非木製の家具販売量

ス，棚，机，テーブル，イス，ベッド，その

他）の販売個数とした（第４表）。販売個数

に対し木材・木質材料使用量と歩留まりを

乗じた結果，丸太換算の木材需要は72万㎥

と推計される。

輸入家具についても同様に計算する。輸

製品1個当たりの
木材・木質材料使用量

収納家具
棚
机
テーブル
イス
ベッド
その他

0.083
0.083
0.088
0.071
0.030
0.074
0.008

資料 　林野庁「木材利用ポイント事業」
（注） 　木材利用ポイント事業に登録されたポイント付与対

象製品のうち，購入された製品の木材使用量の平均
値。木材利用ポイント事業調査報告に基づく。

第2表　製品1個当たりの木材・木質材料使用量
（単位　㎥／個）

素材→製品 歩留まり
家具用角材 丸太→角材 45

収納家具
棚
机
テーブル
イス
ベッド
その他

角材→製品

65
65
60
60
65
60
60

資料 　村田・長谷川（2006）を基に作成
（注） 　同資料に歩留まりの記載がない「収納家具，テーブ

ル，ベッド，その他」については，他の品目を参考として
表記のとおりに設定した。

第3表　製品の歩留まり
（単位　％）

国産品 輸入品
製品分類 販売個数 製品分類（品目コード） 輸入個数
タンス
棚
机
テーブル
イス
ベッド
その他

45,000
1,046,555
124,050
252,347
892,248
268,279

3,294,453

腰掛け（940140，940161，940169）
事務所用（940330）
台所用（940340）
寝室用（940350）
棚付き家具（94036010）
その他（94036019）

11,207,023
415,654

1,000,100
2,330,427
2,620,458

29,442,575

合計 5,922,932 合計 47,016,237
資料 　経済産業省「生産動態統計」，財務省「貿易統計」

第4表　木製家具の販売個数と輸入個数（2015年）
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もしこれを拡大することができればその意

義は大きい。

3　国産材利用の課題と取組み

既存の国内市場で国産材利用を拡大する

には，国内産家具に用いられる輸入材・非

木材を国産材で代替する，あるいは輸入家

具を国産材製の家具に置き換える必要があ

る。とはいえ，消費者ニーズの多様性や用

途に合わせた素材の選択などを考えると，

すべての家具を国産材に置き換えることは

難しい。しかも，国内森林資源の多くを占

めるスギやヒノキの針葉樹は，材質が柔ら

かく家具の素材としては不向きであること

から，家具の原材料に用いることは容易で

はない。まずは，国産材の使用に向

けた論点の整理が求められる。

国産材の使用には，素材生産から

製造，流通・販売までさまざまな課

題がある。その具体的な検討・対策

の事例として，約480年前の船大工

の技術を生かして作られた家具に始

まる全国屈指の家具産地である福岡

県大川市がある。同市では，11年度

は，経済産業省「生産動態統計（15年）」の

金属製家具品目（棚，机，イス，ベッド，そ

の他）の販売個数とした（第５表）。販売個

数に対し木材・木質材料使用量と歩留まり

を乗じた結果，丸太換算の潜在的な木材需

要は，221万㎥と推計される。

次に，輸入量は，財務省「貿易統計（15

年）」の金属製・その他材料品目を用いた家

具（腰掛け，事務所用，その他）の輸入個数

とした（第５表）。販売個数に対し木材・木

質材料使用量と歩留まりを乗じた結果，丸

太換算の潜在的な木材需要は，494万㎥と推

計される。

以上より，非木製家具の国内生産品と輸

入品について，その原材料を国産材に置き

換えた場合，合計715万㎥の国産材需要が

発生する。

以上の推計値を第６表にまとめた。国内

の家具をすべて国産材に置き換えた場合，

総計1,136万㎥ /年の国産材需要が発生する

と推計される。これは国内の素材生産量

2,126万㎥（14年，林野庁「木材需給表」）の

53％に相当する。それに対して，現在の家

具による国産材利用は微々たるものであり，

国産品 輸入品
製品分類 販売個数 製品分類（品目コード） 輸入個数
棚
机
イス
ベッド
その他

1,549,200
2,535,850
5,434,579
144,748

2,614,734

腰掛け（940130，940171，940179，
940151，940159，940180） 30,973,666

事務所用（940310） 305,967
その他（940320，940370，940381，
940389） 23,900,049

合計 12,279,111 合計 55,179,682
資料 　第4表に同じ

第5表　非木製家具の販売個数と輸入個数（2015年）

木製
木製以外

（置き換えの
場合）

計

国内産家具
輸入品家具

66
355

221
494

287
849

計 421 715 1,136
資料 　筆者作成
（注）1  　筆者の推計による。

2  　国内産木製家具の国産材使用量6万㎥を除く。

第6表　家具用の木材需要推計値（2015年）
（単位　万㎥）
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ために圧密すると高価格になること，弱点

克服のための製品開発に費用がかかること

などが挙げられた。

そこで，製品のすべてを国産材に置き換

えるのではなく，製品の一部に取り入れた

製品を開発している。例えば第７図は，ス

ギ100％の構造用合板３cm厚（表面はタモ

材）を使用して製作されたベンチである。

また，林野庁の木材利用ポイント事業（13

～15年）に対して，TVボードやダイニング

ボード，食器棚などの芯材の一部をスギに

変更した製品を供給している（通常，芯材に

は輸入品のLVL＝Laminated Veneer Lumber

やMDFを使用）。

（3）　消費者理解の獲得

また，国産針葉樹材を利用した家具の流

通・販売の課題として，傷がつきやすいた

めに小売店が取り扱いを嫌うことや，その

ためバイヤーが針葉樹を使用した製品に興

味を示さないことに加えて，柔らかいとい

う針葉樹製品の特長に対する消費者の理解

が不足していることなどが挙げられた。

そこで，バイヤーや消費者に対する国産

より国産材活用調査事業として，大学や地

元インテリアデザイナーおよび家具製造業

者，行政等の関係機関が連携を取り，国産

材を使用した製品の開発と普及に向けた取

組みが進められている。以下では，同事業

に取り組む協同組合大川家具工業会やその

会員企業の事例から国産材利用の課題への

対応について述べる。

（1）　家具向けに広葉樹を植林

国産の木製家具はその多くが広葉樹（オ

ークやウォールナット，タモ，チェリー等）の

輸入材を利用して製作されている。一方で，

国内の森林資源は，主に住宅の構造用材と

して利用されるスギやヒノキの針葉樹が占

めている。スギやヒノキは，広葉樹と比べ

て年輪幅が大きく柔らかい性状であるた

め，家具に利用しても傷がつきやすく，細

かい加工をすると割れが発生しやすいなど

の弱点を持っている。そのため，家具の素

材としては不向きであり，あまり利用され

ていない。一方，国内の広葉樹（ミズナラ，

クリ，サクラ，カバ等）の資源量は乏しく安

定供給が難しい。

大川ではこれらの課題を踏まえ，針葉樹

一辺倒だった植林を見直し，家具に利用可

能な早生広葉樹（センダン）を植林する取組

みなどを始めている。

（2）　柔らかな素材に対応した製品開発

大川では，国産針葉樹材を利用した家具

製造の課題として，素材が柔らかいため接

合部の強度が不足すること，強度を上げる

出典 大川インテリアガイドブック　㈱丸仙工業

第7図　国産材（スギ）を使用したベンチ
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の輸出入額は，15年に30兆円程度（うち木

製８兆円程度）と拡大傾向にあり（第８図），

また，世界の家具市場は，発展途上国の安

価な製品だけでなく，イタリアやドイツな

どの高価格帯の家具も多く流通している

（第９図）。日本の木製家具製造業が発展途

上国の製品に価格やシェア争いで打ち勝つ

ことは難しいが，スギやヒノキは家具とし

てあまり使われていない原材料であり，今

材製品の理解獲得と普及拡大に向けて，福

岡市繁華街での展示会や東京国際家具見本

市（IFFT）などへの出展を行っている。

（4）　海外市場への展開

さらに，縮小傾向にある国内市場への対

応としては，海外市場を求めて海外展示会

への出展や海外デザイナーとの製品開発な

どにより，国産材製品の輸出に向けた活動

を進めている。海外のバイヤーや消費者に

対しても国産材製品の特長を伝える取組み

は欠かせない。

近年は，ヒノキで製作した学習机などが

韓国で人気を集めている。勉強熱の高い同

国でヒノキのリラックス効果などの理解が

進んだ結果，ヒノキ製品への関心が高まっ

ている。

国内の家具をすべて国産材製品に置き換

えることは難しいが，韓国でヒノキが受け

入れられたように世界に目を向ければ国産

材製品拡大の可能性は広がる。世界の家具

35
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20

15
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5

0

△5

（兆円）

資料 International Trade Center

第8図　世界の家具等の輸出入額および
差引額の推移
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第9図　世界の主要木製家具輸出国と輸入国（2015年）

資料 第8図に同じ

その他（33）

その他（45）

ベトナム（8）

中国（35%）

日本（3） フランス（5）
イギリス（6）

ポーランド（7） イタリア（8）

ドイツ（7）

ドイツ（7）アメリカ（2）

アメリカ（30%）

輸出額
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葉樹材をより低価格で安定供給できれば国

内家具製造業の振興につながる可能性があ

る。国産針葉樹材の需要確保に向けた家具

の利用推進とともに，広葉樹林の育成技術

研究の強化と造林拡大が望まれる。
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（あんどう　のりちか）

までにない商材として新たな市場開拓の余

地はあるだろう。家具の輸入国はアメリカ

やドイツ，イギリス，フランスなどの先進

国が多い。これら海外市場に目を向けた製

品開発も国産材製品の利用拡大に向けて重

要な取組みとなろう。

おわりに

家具原材料を国産材へ置き換えた場合の

木材利用拡大の余地は大きいものの，国内

家具製造業は縮小傾向にある。また，家具

産地では国産材利用に向けた取組みが進ん

でいるものの，国産材製品の技術開発や普

及拡大は難航している。さらなる木材利用

の促進に向けて国内家具製造業への支援が

必要であろう。また，輸出は世界中の人々

が日本の木材を知る機会になる。家具と共

に内外装材や構造用材などのその他製品利

用に対する理解を深める取組みも必要だ。

なお，国産材の供給においては家具向け

の広葉樹材が不足しており，国内家具製造

業の制約になっているとみられる。人工林

の構成が針葉樹に偏っているために，需給

のアンバランスを招いている。建築用材と

なる針葉樹の方が経済性が高いことなどか

ら，広葉樹は今まで積極的に植林されてこ

なかったが，需給バランスを勘案すれば，

人工林の広葉樹林化や針広混交林化をより

強く推進する必要がある。

輸入広葉樹材の価格高騰に対し，国産広
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